
  

 

 

 

学習日：1２月１５日（木） 内容：「四十七年に感謝をこめて」 

 自分たちを育んでくれた学校の老朽化に伴う校舎の解体・新築によって，学校の自慢であった広廊下とも別れ

なければならなくなった南中生たち。そんな自慢の広廊下を使って思い出作りができないかと，生徒会が主導し

てお別れイベントを企画した。それが広廊下を使って「140メートルののり巻きを作る」というものだった。そ

して，生徒一人一人が自らの役割を自覚し，一つの目的のためにさまざまな人たちと協力して，のり巻きを完成

させたのである。同じ中学生が舞台の話なので，共感とあこがれを持って今後の集団生活を充実させていこうと

考えるいい機会にしてほしい。 

 

【生徒の考え】 授業後に考えたこと，感じたこと 
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道徳通信 

 「松永中学校には，たくさんの誇りがある。」 

多くの感想文からこのような記述を見つけるこ

とができました。 

 これから皆さんが松永中学校の最高学年とし

て１・2年生を引っ張り，松永中学校の伝統をつ

くっていきます。後輩たちが誇れる学校をつく

れるようにともに頑張っていきましょう。 

 ここでのみんなと過ごした思い出を誇りを持

って大切にして，この思い出を忘れることのな

いようにしたいなと思いました。 

 自分が過ごす松永中学校にもたくさん誇りに

できることがあるので，それを大切にしていこ

うと思いました。 

 中学校での思い出をたくさん作っておきたい。

誇りは自信になる。 

 今，こうし松永中学校に入学できてみんなと

生活できていることに誇りをもたないといけな

いと思いました。これからも松永中学校 2年の

メンバーでいい思い出をつくろうと思った。 

 今月の授業を通して，自分の学校ではどんな

誇りを持てるのか考えることができたし，松永

中学校には，たくさんの誇りがあることが分か

った。 

 誇りを持つことが，自信につながり，ポジテ

ィブに生きることにつながるということが理解

できた。 


